
【団体の概要】
中沼研究室は、行政学、公共政策論を専攻

する法学部の研究室です。自治会や小学校を
中心とした安全・安心まちづくりを共通の
テーマに研究をしています。研究室のメン
バーは全員青パトに乗っています。活動は8
期（6年と8カ月）に渡り、今年の5月、青パ
ト回数が1,000回を迎えました。

【活動内容】
○ 青パト活動における３つの工夫
１つ目はパトロール中に小学校の校歌を

BGMとして流すことです。子供達は、自分達
の小学校の青パトが来たとすぐに分かります。
２つ目は挨拶です。暑い日も寒い日も窓を開
けて挨拶をしています。３つ目は公園に寄っ
てゴミ拾いをすることです。公園をきれいに
するのはもちろんのこと、子供達と話をした
り、少し遊んだりして顔見知りになり、いざ
という時に頼ってもらえるようにしています。
そして、「よく動き、よく学び、よく工夫

する」をモットーに、常に新しい工夫を試み
ることにも挑戦しています。最近被害が深刻
である特殊詐欺の対策として、青パトのマイ
クで呼び掛けたり、高齢者に対応する能力を
高めるために認知症サポーター講習を受講し
たり、他の団体から学んだことを実践したり
しています。

○ ジョグパト
ジョグパトとは、ジョギングしながらのパ

トロールです。私達は昨年8月から、月2回、
ジョグパトをしています。地域の犯罪情勢に
応じてパトロールをしたいものの、青パトで
は警察に認められた校区以外のパトロールが
できないこと、小学校の青パトを使用してい
るため遅い時間までパトロールできないこと
が課題となっており、これらにとらわれない
ジョグパトに挑戦することにしました。

○ キャンペーン
私達の強みは、地元と言える地域を持ち、

そこでパトロールを継続していることにより、
地域の方によく知られ、信頼も得ていること
です。そこで、地元でのキャンペーンに参加
すればより地域防犯に役立つのではと考え、
地元の寝屋川警察署主催のキャンペーンに毎
月参加しています。
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継続して参加することにより、「ただ今、
特殊詐欺被害防止のキャンペーン中です」等
と声を出せるようになり、加えて、キャン
ペーン内容が一目で分かるように、ポータブ
ルの看板を作るようになりました。
加えて、実際に被害に遭いそうになった人

等から被害状況を聴いて整理し、次回のキャ
ンペーンで対策を伝えられるようにしていま
す。警察官や市民の方から常に学ぶ姿勢を心
掛けています。

【マネジメント】
私達の研究室では、幹部の4回生がそれぞ

れリーダーとなる分野を持って活動していま
す。リーダーが、先生、地域の方、警察官か
ら活動が必要な時間・場所を確認し、LINEで
研究室全員に呼び掛け、参加者を募集し、そ
の後リーダーが、持ち出し物品の準備をしま
す。現場では、活動に慣れていない2～3回生
に対し、要領を説明し、役割を指示し、周囲
にも目を配っています。現場の写真を撮り、
振り返られるようにしています。活動終了後
は、Twitterで感想や意見を投稿します。活動
ごとにノートもあり、参加者、時間、気付い
た点、次回にすべきこと等を書いています。
そして週1回、リーダーが集まり、活動報告
をし、課題等を話し、活動の質を向上させる
ようマネジメントをしています。
活動への動機のマネジメントも重要です。

私達の研究室の核となる活動は青パトで、私
達は一番初めにこれに参加します。最初は動
機がしっかりしていなくても、後の参加意欲
につなげることを重視しています。活動を続
けていくと「なんかこの活動好きやな。」
「この地域良くしたいな。」と思えるように
なります。このような気持ちを大切にし、こ
のように思える活動をするようにも心がけて
います。マネジメントは、今後仕事をする上
で大いに役立つと信じています。研究室で、
動く、学ぶ、工夫する、の経験を重ね、活動
の質を向上させていくことで自分も成長して
いくことが、学生としてボランティアをする
最大の意義と考えています。


